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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
窒素酸化物が引き起こす PM2.5 生成初期過程の調査（中野）  

自動車・工場の排気ガスに含まれる窒素酸化物は揮発性有機化合物と反応し，最終的に PM2.5

を生成する。この PM2.5 生成過程はまだ理解が進んでない部分も多いため， PM2.5 と大気汚染

に関する教材開発に資する研究を進めるためにも基礎的知見を得ること必要とされている。本

研究では，窒素酸化物とフェノール，クレゾール，ヨウ化アルキルなどの揮発性有機化合物と

の反応について，反応速度定数の決定や反応機構の解明などを行った。結果として，これらの

は揮発性有機化合物は大気中に放出されるとほぼ窒素酸化物による反応を受け，その後 PM2.5

生成が引き起こされることがわかった。  

 

土壌中のセシウム特異吸着の定量的評価（佐藤）  

原発事故に伴う土壌の除染活動が進められているが，依然として様々な場所で基準値を超える

放射性セシウム検出されている。このことは，セシウムを特異的に強く吸着する（特異吸着と

よぶことにする）サイトが土壌中に存在することを示唆している。本研究では，昨年度実験的

に明らかにしたセシウムの特異的に強い吸着（特異吸着とよぶことにする）について，吸着サ

イトを定量的に評価することを試みた。これまで教科書レベルで考えられてきた吸着サイト に

加えて，特異吸着に寄与するサイトが過渡的に 50％以上生成されること がわかった。  

 

農耕地における亜酸化窒素発生メカニズムの調査（山本）  

農業は、強力な温室効果ガスである亜酸化窒素（ N 2 O）の最大の発生源であることから 、その

発生量や発生メカニズムの評価が急務の課題となっている。 本研究では、 近年、重要性が指摘

されている作物残渣に由来する N 2 O 発生を明らかにするため、じゃがいも畑において N 2 O 発

生を測定し、作物残渣由来 N 2 O 発生量の評価を行った 。その結果、収穫に伴って生じる 作物残

渣を畑に放置した後に大きな N 2 O 発生が観測された。このことから農耕地では 、窒素肥料に加

え、収穫後に生じる 作物残渣も N 2 O 生成の重要な基質となっていることが わかった。  

 

火山噴出物の性質と自然災害（藤本）  

日本の代表的な活火山である富士山を対象として，南山麓の十里木で掘削された 1500m 深度の

坑井から採取したカッティング試料を元に，富士山，愛鷹山，基盤岩の岩石学的特徴とその深

度分布を求めた．南山麓においては新第三紀の変質した基盤岩がほぼ海抜ゼロメートルより深

部に分布し，それより上盤には第四紀の愛鷹山，さらに富士山の火山岩が分布していることが

わかった．  

 

都市部における生物間相互作用の保全に関する調査（堂囿）  

 都市部と 郊外の外 来 植物と在来 植物が同 所 的に生育す る地域に て ，花粉を運 搬する昆 虫 の頻

度を調べた ところ， 都 市部の昆虫 種の多様 性 は低いもの の頻度は 変 わらなかっ た。外来 種 と在

来種の雑種 と思われ る 個体の 染色 体 量を測 定 したところ ，両親種 の 中間値を示 した。ま た ，核

DNA と葉緑体 DNA の 解析から，雑種は，外来種と在来種どちらも母種となることがわかり，

都市部ではかなり狭い範囲で浸透交雑が起こっている可能性が示唆された。  
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